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「令和５年度若年者地域連携事業」に係る評価項目及び評価基準 

 

１ 選考基準 

別紙審査用紙により、各委員が評価項目に評価点を記載する。 

                                                

２ 決定方法について 

(1) 入札参加希望者から入札された価格及び技術等をもって、次の要件に該当する

者のうち３に定める総合評価の方法によって得られた数値の最も高い者を落札

者とする。 

ア 入札額が、予定価格の制限の範囲内であること。 

イ 入札に係る技術等が入札の公告（これらに係る入札説明書を含む。以下同じ。）

において明らかにした技術等の要求要件（以下「技術的要件」という。）のうち

必須とされた項目の最低限の要求要件をすべて満たしていること。 

(2) 前項の数値の最も高い者が２者以上ある場合は、当該入札者にくじを引かせて

落札者を定めるものとする。 

 

３ 総合評価の方法 

(1) 入札価格及び技術等に対する総合評価の得点配分の割合は、次に規定するとこ

ろによるものとする。 

  【得点配分】 

   総得点：300点 

    価格点：100点 

    技術点：200点 

価格と同等に評価できない項目 100点（評価項目※１） 

価格と同等に評価できる項目  100点（評価項目※２） 

      価格点＝（１－入札価格／予定価格）×100点 

(2) 価格点の評価方法については、入札価格を予定価格で除して得た値を１から減

じた値に 100点を乗じて得た値とする。 

(3) 技術点の評価方法については、次のとおりとする。 

ア 提出された企画書の内容が、本業務の目的・趣旨に沿って実行可能なもので

あるか（必須項目審査）、また、効果的なものであるか（加点項目審査）につい

て行うものとする。 

イ 必須項目審査については、入札参加者が企画書に記載した内容が要件を満た

していることを確認し、満たしていない場合は失格とする。 

ウ 必須項目審査で合格した入札参加者に対して、加点項目審査を行う。なお、

提案内容については、絶対評価により加点するが、一部の項目については該当
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有る場合、減点を行う。評価者は、加点項目ごとに入札参加者の企画書を評価

し、評価に応じ得点を付与する。各項目に付与された得点に、その項目の重要

度に応じて設定されたウェイトを乗じた点数を合計する。 

エ 各評価項目に対する得点配分は、その必要度重要度に応じて定める。 

オ 複数の評価者が評価を行うため、各評価者の評価結果（点数）を合計し、そ

れを平均して技術点を算出する。 

(4) 価格及び技術等に係る総合評価は、入札者の入札価格の得点に当該入札者の申

込みに係る技術等の各評価項目の得点の合計を加えて得た数値をもって行う。 


